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 環境省は令和 4 年 8 月１０日、茶臼

山動物園（長野市）と那須どうぶつ王国

（栃木県那須町）で繁殖させた国特別天

然記念物で絶滅危惧種のニホンライチョウ２２羽を長野県の中央

アルプス駒ケ岳にヘリコプターで移送した。これは昨年 10 月 1

日発行の会報第 83 号の「50 年待ちに待ったひな」で紹介した記

事の後日談である。２２羽は駒ケ岳の山頂に到着後、すぐにケージ

に入れられた。翌 11 日には一時的に保護ケージの外に出され、自

然の中へ一歩を踏み出した。環境に慣れさせる取り組みの一環。１

週間ほど「お散歩」を繰り返し、環境に慣れた順に放鳥する予定。

野生の個体数を増やし群れの復活を目指す。同日公開された「お散

歩」は、１０日に栃木県那須町の「那須どうぶつ王国」から移送さ

れた母子計８羽の様子。母鳥は周囲を見回しながら高山植物や岩場の合間をゆったり歩き、ひな７羽が「ピヨピヨ」と元気に鳴

きながら懸命に追った。（中日新聞 2022 年 8 月 10 日、8 月 11 日の記事より）【写真：【写真：【写真：【写真：自然の中を「お散歩」するニホンラ自然の中を「お散歩」するニホンラ自然の中を「お散歩」するニホンラ自然の中を「お散歩」するニホンラ

イチョウイチョウイチョウイチョウ（中日新聞）（中日新聞）（中日新聞）（中日新聞）】】】】 
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東京海上ホールディングスは 8 月１日、東京・丸の内で建て替

える新本店ビルのデザインを公開した。柱や床に耐火性の高い国産木材をふんだんに使

う。環境に配慮し、一般的なビルに比べて、二酸化炭素（ＣＯ２）の排出量を３割程度減

らせるという。東京海上の本店ビルは、東京駅と皇居を結ぶ行幸通りに面している。新し

いビルは高さ約１００メートルで、地上２０階建て。デザインは、関西国際空港ターミナ

ルビルを手掛けたイタリアの建築家、レンゾ・ピアノ氏の事務所が担当した。２０２４年

末に着工し、２８年度の完成を目指す。戦後植林された国産材の多くは利用期を迎えてい

る。活用により、林業の再生につながることも期待する。（読売新聞 2022/08/01 

11:30 より）【写真：【写真：【写真：【写真：読売新聞読売新聞読売新聞読売新聞    東京海上ホールディングスの新本店ビルのイメージ（東東京海上ホールディングスの新本店ビルのイメージ（東東京海上ホールディングスの新本店ビルのイメージ（東東京海上ホールディングスの新本店ビルのイメージ（東

京海上提供）京海上提供）京海上提供）京海上提供）】】】】 
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ボタンタケ科トリコデルマ属。和名は火炎茸。燃える炎のような形をした猛烈な毒を持つ

きのこ。毎年夏になるとテレビやネットで話題になり「赤いきのこに触らないで」と呼び

掛ける。色は真紅。根元から太さ 1cm 程度の茎が何本か伸びていて、大きいもので高さ

10cm 程度。ちょうど人間の指のような形をしている。致死量わずか「3g」。非常に毒性

が強いので触ることすら危険。カエンタケは、ナラなどの広葉樹の伝染病の原因である「ナ

ラ菌」を栄養としている。このため、枯れたクヌギやコナラなどの木の根元の周囲を取り

巻くような形で生えていることが多いという。岩屋緑地でもナラ枯れの被害は急拡大して

おり、カエンタケには要注意、絶対に触らないで。【【【【写真：写真：写真：写真：カエンタケカエンタケカエンタケカエンタケ】】】】    
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